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　９月定例議会は１５日から２５日まで１１日間の会期で開催しま
した。
　提出議案は、専決補正予算１件、補正予算５件、条例３件、
その他３件、人事案件３件、決算認定６件、報告２件、議会か
らの発議案３件計２６議案を審議し、いずれも原案どおり可決、
認定、同意しました。
　一般質問では５議員が登壇し、（５～７ページに掲載）それぞ
れ町の考えを質問しました。

●専決補正予算は、８月の集中豪雨による災害関係の予算です。　　●本庁空調設備改修工事　　９００万円

●高齢者住宅改造事業　　１２０万円　　●子育て応援特別手当　　２５２万円　　●林道開設工事　　２,７００万円

●ホテル四季の里空調設備工事　　１,４５０万円　　●小中学耐震改修設計委託料　　３,０５０万円

●県道改良工事に伴う配水管布設替工事　　１,１１２万円

主な内容

　

行
政
等
報
告　

　

衆
議
院
総
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
を

中
心
に
新
た
な
連
立
政
権
が
誕
生
し
、
官

僚
主
導
か
ら
政
治
家
主
導
に
変
え
る
と
い

う
こ
と
で
、
国
家
戦
略
局
、
行
政
刷
新
会

議
、
ま
た
社
民
党
、
国
民
新
党
と
の
基
本

政
策
、
閣
僚
委
員
会
等
々
の
設
置
、
政
策

の
決
定
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
え
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
手
当
、
高
速
道
路

の
無
料
化
等
の
財
源
と
し
て
、
道
路
を
中

心
と
す
る
公
共
事
業
の
削
減
、
ガ
ソ
リ
ン

税
な
ど
の
暫
定
税
率
を
廃
止
、
二
〇
〇
九

年
度
の
補
正
の
見
直
し
凍
結
と
い
っ
た
こ

と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
道
路
整
備
の

遅
れ
て
い
る
本
県
町
に
と
り
大
き
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
二
十
二
年
三
月
が
期
限

の
過
疎
地
域
自
立
促
進
法
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
の
そ
の
後
の
行
方
が
ど

う
な
る
の
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
一
括
交
付
金
制

度
の
内
容
、
あ
る
い
は
農
業
者
戸
別
所
得

保
障
制
度
の
詳
細
は
ど
う
な
の
か
と
い
っ

た
点
、
具
体
的
姿
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
、
不
安
感
が
増
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
、
い
ち
早
い
情
報
の
入
手
に

努
め
る
と
共
に
、
町
村
会
、
町
村
議
長
会

と
共
に
、
地
方
六
団
体
と
一
致
団
結
し
な

が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
地
方
の

立
場
を
主
張
し
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の

９月補正予算
　一般会計専決補正予算、一般会計補正予算並び

に三特別会計補正予算が提案され、総額で２億

２０８７万円が追加されました。

　一般会計の専決補正予算は、８月の集中豪雨に

よる災害関連の補正で一般会計は主に子育て応援

特別手当、ホテル四季の里空調設備工事、林道開設

工事、小中学耐震改修設計委託料で、国民健康保険

特別会計では保険者療養給付費で、簡易水道事業

特別会計は、県道改良工事に伴う配水管布設替工

事となっています。

一 般 会 計 専 決 補 正 　 ３８億８,８３２万円
（１,２８２万円）

一　　般　　会　　計 　 ３９億９,８１５万円
（１億９８３万円）

国民健康保険特別会計 　 １１億１,７９５万円
（６,２６１万円）

簡易水道事業特別会計 　 １億５,２４１万円
（１,３００万円）

介 護 保 険 特 別 会 計 　 ９億８,７４７万円
（２,１７１万円）

後期高齢者医療特別会計 　　 １億９８０万円
（９０万円）

※上段は予算総額、（　　）内は９月補正額

９月

補正予算
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ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
自
ら
の

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

台
風
九
号
に
よ
る
時
間
雨
量
一
〇
〇
ミ

リ
と
い
う
大
雨
に
よ
り
五
反
地
地
区
を
中

心
に
床
上
、
床
下
浸
水
し
、
農
作
物
や
道

路
、
河
川
等
で
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し

た
。
防
災
体
制
に
つ
い
て
、
今
回
の
災
害

対
応
を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
体
制
を
再
点

検
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

今
後
も
進
め
た
い
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
国
内
で
患
者
が
増
え
続
け
て
お
り
、

町
内
に
お
い
て
も
四
名
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
。
今
後
大
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
社
会
全
体
で
感
染
拡
大
防
止
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
行
政
は
も
と
よ
り
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
適

切
に
対
応
、
行
動
が
肝
要
と
考
え
ら
れ
、

引
き
続
き
情
報
に
注
意
し
、
冷
静
な
対
応

を
願
い
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
町
内
小
中
学
校
の
耐
震
改
修

工
事
、
神
山
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
指

定
管
理
、
町
商
工
会
商
品
券
の
補
助
金
、

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
推
進
交
付
金
、
す

だ
ち
の
販
売
対
策
、
地
域
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
、
定
額
給
付

金
の
給
付
状
況
等
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
っ
た
。 

　

諸　
報　
告　

●
平
成
二
十
一
年
七
、
八
月
分
の
例
月
出

納
検
査
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸

帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計

表
、
証
憑
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

●
健
全
化
判
断
比
率
報
告
に
つ
い
て

　

健
全
化
判
断
比
率
及
び
そ
の
算
定
と
な

る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
適
正
に
作

成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度
の
普
通

会
計
に
お
け
る
実
質
赤
字
比
率
は
算
出
さ

れ
ず
、
良
好
で
あ
る
。
旨
の
監
査
委
員
の

意
見
書
を
付
し
て
報
告
が
あ
っ
た
。

●
資
金
不
足
比
率
報
告
に
つ
い
て

　

簡
易
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率
及
び

そ
の
算
定
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

は
、
適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二

十
年
度
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
は
算
出

さ
れ
ず
、
良
好
で
あ
る
。
旨
の
監
査
委
員

の
意
見
書
を
付
し
て
報
告
が
あ
っ
た
。

●
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

徳
島
県
東
四
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
平
成
二
十
一
年
度
総
会
ほ

か
一
五
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

●
議
員
研
修

　

九
月
二
十
四
日
、
役
場
委
員
会
室
に
お

い
て
、
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
主
幹
木

津
正
憲
氏
を
講
師
に
招
き
、
少
子
化
に
伴

う
小
・
中
学
校
運
営
と
問
題
点
に
つ
い
て
、

研
修
会
を
行
っ
た
。

　

条
例
等　

●
特
別
職
の
職
員
等
の
報
酬
、
旅
費
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
に

か
け
て
、
第
四
次
神
山
町
総
合
計
画
を
策

定
す
る
総
合
計
画
審
議
会
委
員
に
対
し
、

報
酬
等
の
規
定
を
定
め
る
も
の
で
、
日
額

六
、
〇
〇
〇
円
と
定
め
ま
し
た
。

●
神
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

鉱
産
税
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
削

除
と
町
民
税
、
固
定
資
産
税
の
納
期
の
見

直
し
、
及
び
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
の
納
期
限
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
す
。（
次
の
表
）

新旧
区 分

納　　期納　　期

第１期６月１日～６月３０日まで
第２期８月１日～８月３１日まで
第３期１１月１日～１１月３０日まで
第４期２月１日～２月末日まで

第１期６月１日～同月２５日まで
第２期８月１日～同月２５日まで
第３期１０月１日～同月２５日まで

町 民 税

第１期５月１日～５月３１日まで
第２期７月１日～７月３１日まで
第３期１０月１日～１０月３１日まで
第４期１月１日～１月３１日まで

第１期５月１日～同月２５日まで
第２期７月１日～同月２５日まで
第３期９月１日～同月２５日まで

固 定 資 産 税

５月１日～５月３１日まで５月１日～同月２５日まで軽 自 動 車 税
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●
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し
て
出
産
に
よ

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
出

産
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
平
成
二
十

一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
出
産
し
た
時
に
支

給
す
る
出
産
育
児
一
時
金
を
暫
定
措
置
と

し
て
従
来
の
金
額
三
五
万
円
に
四
万
円
を

加
算
し
三
九
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
五
、
二
〇
〇
個
の

取
得
で
、
平
成
十
六
年
に
消
防
法
が
改
正

さ
れ
、
住
宅
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
、
す
べ
て
の
住
宅
に
平
成
二
十
三

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
に
よ
り
、
町
内
の
世
帯
に
対

応
す
る
も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

神
山
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
神
山
町
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
神
山
町
ふ
れ
あ

い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
も
の
で
す
。

　

反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起
立

採
決
し
、
賛
成
者
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま

し
た
。

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
等

　

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
城
ノ
内
五
六
三

番
地

　

社
会
福
祉
法
人
有
誠
福
祉
会

　

理
事
長　

手
束
直
胤

指
定
期
間

　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

　

〃　

二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
神

山
町
町
民
総
合
運
動
場
、
神
山
町
立
神
領

公
民
館
、
神
山
町
民
体
育
館
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
等

　

名
西
郡
神
山
町

　
　
　
　
　

神
領
字
中
津
一
〇
六
番
地

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー

　

理
事
長　

大
南
信
也

指
定
期
間

　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

　

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

人
事
案
件　

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
同
意
）

　

神
山
町
阿
野
字
五
反
地
三
六
五
番
地
一

　
　

阿
部　
　

正　

氏

●
神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
（
同
意
）

　

神
山
町
下
分
字
中
稲
原
一
二
五
番
地

　
　

西
田　

兼
敏　

氏

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
（
同
意
）

　

神
山
町
下
分
字
松
ノ
本
七
五
番
地
二

　
　

粟
飯
原　

哲
行　

氏

　

議
員
発
議
案　

●
地
方
の
実
情
に
即
し
た
政
権
運
営
を
求

め
る
意
見
書

　

新
政
権
で
は
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場

を
法
制
化
す
る
と
し
て
い
る
が
、
新
た
な

制
度
を
立
ち
上
げ
る
に
当
た
っ
て
は
、
町

民
生
活
の
安
定
性
を
損
な
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
住
民
の
最
も
身
近
な
立
場
に
あ
る

市
町
村
に
対
し
、
早
期
に
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
地
方
の
意
見
を
十
分
反
映

す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。
国
で
は
、

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
経
済
危
機
対

策
の
継
続
性
に
十
分
配
慮
し
、
地
方
経
済
、

地
方
財
政
に
混
乱
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
強
く
要
請
す
る
も
の
で
す
。

●
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会
第
一
回
臨
時

会
へ
の
出
席
の
ほ
か
四
件
に
つ
い
て
、
議

員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

●
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い

て

　

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
閉
会
中
に
お
い
て
も
引
き
続
き
調
査
を

行
う
と
決
定
し
た
も
の
で
す
。

景

　

景
気
対
策「
プ
レ
ミ
ア
ム
」商
品
券
の

気
対
策「
プ
レ
ミ
ア
ム
」商
品
券
の

発
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
行
に
つ
い
て

　
 

　

町
民
、
町
内
商
店
が
共
に

活
か
せ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
、
お

ま
け
付
き
商
品
券
の
発
行
を

今
後
、
町
単
独
と
し
て
進
め

る
計
画
は
あ
る
の
か
。

 

　

町
商
工
会
と
共
に
実
施
す

る
こ
と
が
基
本
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
そ
の
後
の
状
況　

　
　
　

本
年
九
月
定
例
議
会
に
お
い

て
「
町
商
工
会
商
品
券
補
助
金
」

と
し
て
予
算
一
〇
〇
万
円
上
程
、

承
認
さ
れ
た
。

　
　
　

こ
れ
に
よ
り
、
町
商
工
会
で

は
本
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
「
二

十
％
お
ま
け
付
商
品
券
」
の
発
売

を
始
め
た
。

　
　
　

発
行
総
額
は
六
〇
〇
万
円
、

そ
の
内
一
〇
〇
万
円
が
町
補
助

金
。

問答
追跡レポート



第３号
平成２１年１１月１３日発行5

現
業
職
員
の
配
置
が
多
か
っ
た

町
施
設
が
次
々
と
指
定
管
理
移

行
と
な
り
、
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
等
の
来
年
度
か
ら
指
定
管
理

が
実
施
さ
れ
る
。
他
に
も
環
境
セ
ン
タ
ー

や
町
施
設
や
機
関
で
も
指
定
管
理
が
推
進

さ
れ
る
計
画
が
あ
る
中
で
、
今
後
の
現
業

職
員
配
転
の
今
後
の
基
本
的
な
方
針
に
つ

い
て
。

来
年
度
指
定
管
理
移
行
す
る
老

人
ホ
ー
ム
で
は
現
業
職
員
六
名
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
三
名
計
九
名
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
町
全
体
で
は
現
業
職

員
二
十
八
名
、
臨
時
職
員
が
二
十
五
名
い

る
。
そ
の
中
で
も
資
格
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
部
署
の
職
員
も
い
る
。

　

来
年
度
退
職
予
定
者
は
現
業
職
員
三
名

行
政
職
が
四
名
と
計
七
名
で
あ
る
。
基
本

的
に
資
格
を
有
す
る
部
署
の
臨
時
職
員
を

減
ら
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
臨
時
職
員
を

配
置
し
て
い
る
部
署
に
指
定
管
理
に
よ
り

配
転
の
必
要
が
生
じ
た
現
業
職
員
を
配
転

す
る
方
針
で
あ
る
。

行
革
の
名
目
で
町
職
員
数
が
減

り
、
縦
割
行
政
が
よ
り
進
行
す

る
現
状
で
各
々
の
職
員
が
担
当
す
る
業
務

の
課
題
、
そ
の
対
応
策
、
将
来
展
望
等
々

の
検
証
を
各
課
を
横
断
し
て
把
握
と
掌
握

可
能
な
業
務
担
当
を
総
務
課
内
に
新
設
し
、

必
要
に
応
じ
て
町
広
報
等
を
通
し
て
各
々

の
課
題
を
町
民
と
共
有
出
来
る
機
能
を
構

築
し
て
は
。現

在
の
と
こ
ろ
職
員
数
の
推
移

は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
お
り

ま
す
し
、
縦
割
行
政
が
よ
り
深
刻
化
し
て

い
る
。
特
に
県
か
ら
の
事
務
事
業
の
移
管

等
々
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
職
員
数
は
減

る
が
仕
事
量
事
務
事
業
は
増
え
て
い
る
現

状
に
あ
る
か
と
思
う
。
そ
の
様
な
厳
し
い

状
況
の
中
で
更
に
厳
し
い
現
実
を
如
何
に

把
握
し
課
題
等
に
対
応
し
て
い
く
か
は
難

し
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
役
場
は

住
民
福
祉
の
向
上
が
原
点
で
あ
り
ま
す
の

で
、
課
題
に
ど
れ
だ
け
一
人
一
人
が
対
応

し
て
い
け
る
か
、
一
人
一
人
が
実
力
を

養
っ
て
い
く
か
と
い
う
事
が
大
事
か
と
思

う
。
そ
れ
を
前
提
に
総
務
課
内
に
こ
れ
ら

を
課
長
等
の
会
だ
け
で
な
く
様
々
な
課
題

を
共
有
出
来
る
よ
う
に
そ
う
い
う
担
当
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。
課
長
等
の

会
だ
け
で
は
指
示
事
項
だ
け
で
も
な
か
な

か
下
へ
下
へ
と
伝
わ
り
に
く
い
の
が
現
状

な
の
で
、
課
長
補
佐
級
係
長
と
い
っ
た
と

こ
ろ
に
も
様
々
な
課
題
が
共
有
出
来
る
方

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

八
月
十
日
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
状
況
に
つ
い
て

　

八
月
十
日
に
神
山
町
を
襲
っ
た
集
中
豪

雨
に
よ
り
床
下
・
床
上
浸
水
な
ど
、
町
内

に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

罹
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ち
早
く
、
地
域
の
消
防
団
な
ど
被
災

現
場
で
の
奉
仕
活
動
に
深
く
感
謝
す
る
。

　

こ
の
度
の
被
害
状
況
を
項
目
別
に
示
し

て
、
県
及
び
町
の
予
算
で
復
旧
出
来
る
の

は
何
個
所
あ
る
か
。
ま
た
、
災
害
見
舞
金

の
支
給
条
件
及
び
件
数
と
金
額
は
ど
の
位

あ
る
か
。
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
雨
量

計
・
水
位
計
の
場
所
は
ど
こ
に
あ
る
か
説

明
を
求
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
災
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
為
、

雨
量
計
・
水
位
計
の
増
設
を
関
係
省
庁
へ

要
請
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

県
の
災
害
箇
所
、
道
路
四
箇
所
、

河
川
十
七
箇
所
、
砂
防
設
備
二

箇
所
被
害
総
額
約
三
億
二
、
七
〇
四
万
七
、

〇
〇
〇
円
。
町
公
共
土
木
施
設
箇
所
、
町

道
二
十
箇
所
、
河
川
十
箇
所
、
単
独
災
予

定
箇
所
約
五
十
箇
所
被
害
額
約
九
、
八
三

七
万
九
、
〇
〇
〇
円
。
農
地
農
業
用
施
設

災
害
、
農
地
十
二
箇
所
、
施
設
排
水
溝
等

二
箇
所
。
町
林
道
災
害
箇
所
、
五
路
線
の

六
箇
所
約
五
、
六
九
七
万
円
。
単
独
災
害

の
河
川
五
箇
所
で
、
ま
だ
調
査
中
を
含
め

概
数
で
四
億
八
、
二
三
九
万
六
、
〇
〇
〇

円
と
想
定
さ
れ
る
。

　

災
害
見
舞
金
は
条
例
に
基
づ
き
支
給
し
、

床
上
浸
水
一
九
戸
に
対
し
、
一
戸
当
た
り

五
万
円
支
給
、
総
額
九
五
万
円
支
給
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
見
舞
金

一
万
円
、
徳
島
県
か
ら
一
人
に
対
し
毛
布

一
枚
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
一
人
に
対
し

毛
布
一
枚
、
日
用
品
の
セ
ッ
ト
を
見
舞
金

と
し
て
渡
さ
れ
て
い
る
。

　

雨
量
計
、
水
位
計
の
設
置
数
と
場
所
は
、

雨
量
計
は
寄
井
川
北
、
阿
野
字
広
野
、
神

領
字
石
堂
、
旭
丸
、
阿
野
字
福
原
、
上
分

公
民
館
、
町
役
場
の
七
箇
所
に
設
置
し
て

問答

答

　

九
月
定
例
会

一

般

質

問

問答

問
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い
る
。

　

水
位
計
は
、
寄
井
北
橋
、
神
山
東
中
学

校
の
吊
り
橋
の
二
箇
所
設
置
し
て
い
る
。

　

増
設
の
件
に
つ
い
て
は
、
関
係
省
庁
等

と
実
態
調
査
し
必
要
と
す
る
な
れ
ば
要
望

し
た
い
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
地
域
あ
げ
て
自

主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
等
に
よ
り
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
り
た
い
。

　

中
州
の
バ
ラ
ス
堆
積
土
の
除
去
に
つ
い

て
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
の
で
徳
島
県
と

十
分
協
議
し
問
題
解
決
に
取
り
組
み
た
い
。

国
道
一
九
二
号
線
の
道
路
案
内

標
識
に
つ
い
て

　

国
道
一
九
二
号
線
の
元
町
交
差
点
と
佐

古
二
番
町
交
差
点
の
道
路
案
内
標
識
が
神

山
町
へ
は
国
道
四
三
八
号
線
を
利
用
す
る

よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
へ
は
こ
の
表
示
で
間
違
い
で
な
い

が
、
広
野
・
阿
川
及
び
鬼
籠
野
地
区
の
一

部
は
案
内
標
識
に
従
っ
て
走
行
す
れ
ば
遠

廻
り
に
な
る
。
ま
た
、
国
道
四
三
八
号
線

の
徳
島
市
中
心
部
が
複
雑
な
た
め
、
道
に

不
慣
れ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
困
惑
し
て
い
ま

す
。

　

広
野
・
阿
川
及
び
鬼
籠
野
地
区
の
一
部

へ
の
案
内
標
識
の
変
更
を
国
土
交
通
省
へ

申
し
込
む
意
志
を
問
い
た
い
。

国
道
一
九
二
号
線
の
案
内
標
識

の
件
に
つ
い
て
は
、
幾
た
び
か

申
し
込
み
の
経
緯
は
あ
る
。
し
か
し
、
国

交
省
は
変
更
の
意
思
は
な
い
と
の
考
え
で

あ
る
。
国
道
四
三
八
号
線
の
鬼
籠
野
字
東

分
の
神
山
鮎
喰
線
の
合
流
地
点
に
つ
い
て

は
、
国
交
省
関
係
で
は
、
大
字
を
載
せ
な

い
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
る
。

新
政
権
に
な
っ
て
国
と
の
連
携

を
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

　

第
四
十
五
回
衆
議
院
選
に
お
い
て
、
有

権
者
は
自
民
、
公
明
両
党
に
よ
る
現
政
権

の
継
続
で
は
な
く
、
民
主
党
を
軸
に
し
た

新
政
権
を
選
択
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
地
元
県
議
を
は

じ
め
、
町
長
、
我
々
町
議
一
致
団
結
の
も

と
徳
島
三
区
自
民
党
、
後
藤
田
正
純
氏
を

推
薦
し
、
大
差
を
付
け
大
勝
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
政
治
の
主
役
が
交

代
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
新
し
い

「
政
治
の
か
た
ち
」
が
生
ま
れ
る
の
か
。

大
い
に
期
待
し
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

私
は
今
回
の
選
挙
は
、
政
権
与
党
の
政
治

家
に
は
住
民
の
目
線
に
た
っ
た
「
国
民
の

た
め
の
国
民
の
政
治
」
が
さ
れ
て
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
自
身
そ
の
よ
う

に
評
価
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
町
に

お
け
る
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
「
財
政

的
に
厳
し
い
」「
財
源
が
な
い
」
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
十
分
承
知
を
し
て
い
る
。
確
か

に
、
本
年
度
一
般
会
計
予
算
を
見
て
も
、

歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
は
、
一
一
億
三
、

四
八
一
万
三
、
〇
〇
〇
円
、
地
方
交
付
税

一
五
億
九
、
〇
七
五
万
八
、
〇
〇
〇
円
と

依
存
財
源
に
頼
る
し
か
他
に
な
い
け
で
あ

り
、
歳
出
予
算
を
見
て
も
、
義
務
的
経
費

は
一
九
億
七
、
四
四
七
万
四
、
〇
〇
〇
円

で
五
十
七
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
自
主

財
源
に
対
し
て
も
八
億
三
、
九
六
六
万
一
、

〇
〇
〇
円
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

い
よ
い
よ
民
主
党
新
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し

た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、

更
に
こ
の
財
政
的
厳
し
さ
は
当
分
続
く
で

あ
ろ
う
と
思
う
し
、
国
と
本
町
に
お
け
る

「
パ
イ
プ
」
も
非
常
に
厳
し
さ
を
増
す
と

思
う
が
、
本
町
に
お
け
る
「
過
疎
」「
高
齢

化
」「
少
子
化
」
そ
し
て
「
教
育
」
問
題
な

ど
難
問
は
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
一

刻
も
早
く
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

な
に
を
お
い
て
も
財
源
の
確
保
が
一
番
で

あ
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
こ
で
、
財
源
確
保

を
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
政
治
家
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま
た
、
町

民
の
暮
ら
し
に
き
め
細
や
か
な
配
慮
を
、

「
お
年
寄
り
」
だ
け
で
な
く
「
若
い
世
代
」

が
希
望
を
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
町
づ
く

り
に
、
そ
し
て
今
後
、
新
政
権
が
ス
タ
ー

ト
す
る
に
当
り
国
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
今
後
の
姿
勢
方

針
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
問
い
た
い
。

今
後
本
町
に
と
っ
て
財
源
確
保

が
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
一
括
交
付
金
制
度
等
に
つ
い

て
、
積
算
要
件
の
人
口
だ
け
で
な
く
、
C

O
２
削
減
二
十
五
％
減
に
関
連
す
る
森
林

面
積
を
要
件
に
入
れ
る
な
ど
、
政
権
与
党
、

野
党
問
わ
ず
、
県
選
出
代
議
士
を
パ
イ
プ

と
し
議
員
各
位
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ

り
強
く
要
望
等
々
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

鮎
喰
川
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

八
月
九
日
、
十
日
の
豪
雨
に
よ

り
阿
野
字
五
反
地
地
区
の
家
屋
二
十
六
戸

が
床
上
、
床
下
浸
水
の
被
害
に
あ
い
、
日

答

問

答

問

問
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常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
幾
度
と
な
く
同
じ
様
な
被
害
に
あ
っ

て
い
る
が
、
町
は
県
に
対
し
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

今
回
の
豪
雨
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

十
日
早
朝
阿
野
字
福
原
で
は
時
間
雨
量

一
〇
〇
袢
の
集
中
豪
雨
で
あ
り
予
想
外
の

出
水
で
、
地
区
住
民
は
家
財
道
具
は
搬
出

で
き
な
い
程
の
状
態
で
あ
っ
た
と
の
事
で

あ
り
ま
し
た
。

　

鮎
喰
川
中
洲
に
堆
積
し
た
砂
の
影
響
と

同
地
区
で
鬼
籠
野
谷
川
、
大
地
谷
川
、
大

門
谷
の
三
河
線
の
合
流
点
で
も
あ
り
、
特

異
な
地
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
県
に
対
し
砂
の
撤
去
を
ふ
ま
え
、

河
川
調
査
等
に
よ
る
浸
水
予
防
対
策
を
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
九
月
末
に
は

測
量
調
査
に
入
っ
て
い
た
）。

権
限
委
譲
に
つ
い
て

岡
山
県
新
見
市
で
は
、
県
道
の

維
持
補
修
に
つ
い
て
移
譲
さ
れ
て
、
交
付

税
が
増
額
さ
れ
て
い
た
例
も
あ
る
が
。

徳
島
県
で
は
移
譲
さ
れ
て
い
な

い
。
区
間
設
置
す
る
事
に
よ
っ

て
は
、
可
能
性
が
あ
る
の
か
な
と
思
う
。

要
望
を
し
た
い
。

車
座
座
談
会
に
つ
い
て

神
領
長
寿
会
十
三
名
が
、
行
政

全
般
に
つ
い
て
開
催
。
N
P
O
さ
く
ら
会

が
、
二
十
五
名
の
参
加
で
、
さ
く
ら
と
観

光
客
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
活
発
な
議

論
が
さ
れ
た
。

生
活
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

要
望
が
な
く
と
も
、
現
場
へ
出

か
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
向
上
の
た
め
に
、
今
、
求

め
ら
れ
て
い
る
問
題
は
何
か
、

前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

地
域
助
成
に
つ
い
て

現
在
、
ま
ほ
ろ
ば
事
業
が
展
開

さ
れ
た
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
団
体
に
助

成
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
で
あ
る
。
山
林
の
荒
廃
、

生
活
道
の
維
持
補
修
、
管
理
、
除
草
に
住

民
税
の
一
部
を
助
成
で
き
な
い
か
。

住
民
生
活
と
密
着
度
の
高
い
事

業
展
開
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

使
い
勝
手
の
よ
い
助
成
制
度
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
人
材
の
養
成
に
努
め
た
い
。

繰越明許費…予算成立後の事由により、年度内にその支出を終わらない見込みのあ

るものについて翌年度に繰り越して使用することができる。

専 決 予 算…議会が議決又は決定すべき事件について、法定事由に該当する場合及

び議会の議決により委任された場合に、長が議会に代わってこれを処

分することをいう。

専決処分をしたとき、長は次の議会でこれを報告し、その承認を求めな

ければならない。

問問答問答

問

答

答
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平成２０年度

決　算
一般会計と特別会計合わせ

６５億９,９５４万円を認定!!

　合　計　

　　４１億７,３１２万円

　合　計　

　　３９億６,２３０万円

平成２０年度決算状況

計
特　　　別　　　会　　　計

一般会計会計区分
後期高齢者医療介護保険老人保健簡易水道事業国民健康保険

６,５９９,５４８９８,００３９０９,３３５１２８,７７２２１６,１５７１,０７４,１５９４,１７３,１２２歳　　入

６,２５２,１０６９７,１０４８８５,７７７１２８,７７２１４２,６６１１,０１４,２１１３,９８３,５８１歳　　出

町　税
5億6,397万円（13.5％）

人件費
9億2,911万円
（23.5％）

扶助費
2億1,812万円
（5.5％）

公債費
7億9,559万円
（20.1％）

物件費
4億6,089万円（11.6％）

補助費等
2億9,127万円
（7.3％）

普通建設事業費
2億5,639万円
（6.5％）

積立金
4億4,727万円
（11.3％）

繰出金
5億2,385万円
（13.2％）

その他
3,981万円
（1.0％）

地方譲与税
1億858万円（2.6％）

各種交付金
1億1,865万円
（2.9％）

地方交付税
22億7,805万円
（54.6％）

国庫支出金
2億2,160万円
（5.3％）

県支出金
2億5,557万円
（6.1％）

町　債
1億8,395万円（4.4％）

その他
3億5,771万円（8.6％）

分担金・使用料
8,504万円
（2.0％）

歳　入
100％

歳　出
100％

一般会計決算の内訳

（単位：千円）
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税の公平化と収納に努力を  ～町税等　滞納総額 ４,９１０万円

平成２０年度「一般会計」決算を認定（賛成多数）
―安心安全なまちづくりの決算になったか―

　決算額を前年と比較し（歳入）で増加は、国庫支

出金の１億６２６万円９２.１ポイント増とか地方交付税

の９,３５５万円４.３ポイント増が上げられ、逆に、減少は

町債４,９５０万円△２１.２ポイント減、繰越金３,０６０万円△

１６.９ポイント減などとなっている。

　（歳出）で増加は商工費で３６.０ポイント増、教育費

で６.２ポイント増、総務費で５.３ポイント増となって

いる。減少は災害復旧費８７.５ポイント減、土木費

１４.８ポイント減などが上げられる。

　歳出の面では、やむを得ず不用額の生じたものも

あるが、監査委員が述べているように経費節減の意

思は十分うかがえるが、当初の計画の分析等の見積

もりの「あまさ」があると分析された。

　財政では、実質公債費比率が、１０.６ポイント（昨

年９.６ポイント）で１.０ポイント上回っており、さらに

効率的な財政運営に努力されるよう監査委員から指

摘があった。

前年度との比較未　　収　　額
区　　　　分

増　減　率（％）増　減　額１９　年　度２０　年　度

２.４６１１,１１０２５,１８６,５４４２５,７９７,６５４町 税

△２１.３△５１５,２００２,４２２,６００１,９０７,４００町 営 住 宅 使 用 料

△８.４△１,８９１,４４０２２,５１５,４００２０,６２３,９６０国 民 健 康 保 険 税

△５７.１△３９７,５４０６９５,８００２９８,２６０簡 易 水 道 使 用 料

△１５.２△８５,５００５６４,４００４７８,９００介 護 保 険 料

△４.４△２,２７８,５７０５１,３８４,７４４４９,１０６,１７４計

２０年度町税等未収金の状況 （単位：円）

解　　　　　　　　　　　　説指　　数名　　称

１に近く１を超えるほど財源に余裕がある。０.２３６財 政 力 指 数

財政構造の弾力性を判断する指標で、７５％程度に収まるのが妥当と考えられている。８３.５経 常 収 支 比 率

一般財源に占める公債費の割合で、１５％を下回るのが望ましい。１０.６公 債 費 比 率

全ての事業の公債費比率で、１８％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要１０.６実質公債費比率

平成２０年度の財政状況

借り入れ金や積立金は総額いくらに
なっているか

　地方債現在高　４４億３,４６０万円

基金・積立金・預金残高

２２億８,７８４万円財 政 調 整 基 金一

般

９億８００万円減 債 基 金

１２億１,００７万円その他特定目的基金

２億３,９７４万円財 政 調 整 基 金国

保 ５００万円そ の 他 の 基 金

１,７２８万円水 道 基 金

１億４,９５３万円給 付 費 準 備 基 金介

護 ５５８万円
介護従事者処遇改善
臨 時 特 例 基 金

４８億２,３０２万円計
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平成２１年第２回臨時議会
　第２回臨時議会は、平成２１年７月２８日に開催し

ました。

　提出議案は、補正予算３件を審議しいずれも原

案どおり可決しました。

補正予算
　一般会計補正予算ならびに２特別会計補正予算

が提案され総額で３億３,３２８万円が追加されました。

　一般会計は、主に国庫支出金による地域活性化、

経済危機対策臨時交付金による事業で国民健康保

険特別会計は、保険税システム導入委託料、簡易水

道事業特別会計は、下分簡易水道配水管布設替工

事などとなっています。

一　　般　　会　　計 　　 ３８億７,５５０万円
 　　　　　　　　　　　　　 （３億１３８万円）

国民健康保険特別会計 　　 １０億５,５３５万円
 　　　　　　　　　　　　　　 （１,２６０万円）

簡易水道事業特別会計 　　 １億３,９４１万円
 　　　　　　　　　　　　　　 （１,９３０万円）

※上段は予算総額（　）内は補正額

補正予算

木元委員　耐震の問題、統廃合、学校体制についてどの様な
方針なのか。
町長　現状では理想型の答申であろう。推進していける状況
ならば中学校の耐震化統合も推進しやすいだろう。神山東
中のＰＴＡ会長から「推進する場合にはよく地元の意見を
聞いた上で進めて下さい。」という意見書が出ている。
木元委員　耐震工事は四校全てするのか、また順番はどうす
るのか。
町長　危険度の高いところからしていく。広野小神山中が早
い段階で進められるだろう。しかし父兄の不安は変らない
ので、出来るだけ一緒に近い状態でやっていきたい。
木元委員　危険度について保護者に説明しているのか。
教育次長　校長に聞いてもらって、広野小神山中は危ないと
いう認識はもってもらっている。保護者に関しては代表だ
けである。保護者にも共通の問題課題として知っていても
遅くはない。
西崎委員長　答申を尊重したいということであるが、推進し
ていくに当り、議会を蚊帳の外に置かずに話に入れても
らってもいいのではないか、１００％答申を尊重するために
諮問機関を設置したというのであれば我々には異議がある。
進行や決定以前に問題について議員も蚊帳の中に入れても
らいたい。何か変化あった時には全員協議会等の場を持っ

てもらいたい。
町長　情報の共有ということで全員協議会等を開催し
ていくよう考えたい。議会の皆さんと検討しながら
進めていけるよう努力していきたい。

木元委員　耐震のこと、人口減少が続き先細りの考え
をもって対応するのも必要であるが、子育て支援も
充実しているし夢をもつというのも大事な施策であ
る。医療無料化、学校教育の充実、学校体制をどう
していくかを理事者側は考えていく必要がある。こ
れからは人口を増やしていくことが大事である。

町長　大事なのは神山教育の内容をどうするか、特色
ある神山ならではの教育、地域に密着した神山の自
然や文化体験をどれだけ出来るかというのが非常に
大事である。どういった教育方針を打ち立て文部科
学省だけでなく神山の教育をどうするかという方針
のもと優秀な教員を獲得して進めていくというのが

一番大事でないかと思う。
西崎委員長　地域住民感情は無視出来ない統廃合の問題は慎
重に対応してもらいたい。

高橋副委員長　これから生徒が段々と少なくなっていく、生
徒が少なくなると神山町が駄目になっていく様な気がする。
若者定住等まで考えていかないと学校問題は難しいのでは。

教育長　これから１０年したら神山東中が廃校のおそれがある。
このままいったら無条件で神山中へ統合になる、または両
方がダウンするおそれがある。心配なのは小学校は神山で
いてくれて中学校では残っていてくれるかどうか。

町長　生徒が今のまま何も施策展開しなかったら減るという
ことは、はっきり数字が出ているのでいろいろな方法を講
じて増やすことを考えないといけない。

坂口委員　小学校、中学校ともに一校にせざるを得ない場所
は神領以外にない。

高橋副委員長　広野小は竣工年度が４６年で１億９千万円要る
が耐震しても心配ないのか。

教育次長　６０年から６５年が耐用年数なのでまだ２０年位は大丈
夫である。

副町長　統合や小中一貫校という理由がないと一校で新築す
るのは補助が通らない。

閉会

●旧庁舎解体撤去工事 　　　　　 １,９５０万円
●道路改良舗装工事 　　　　　　 ２,８００万円
●第２寄井団地外壁等改修工事 　 ３,３９０万円
●神山消防署施設設計委託料 　　 １,１００万円
●住宅用火災警報器購入費 　　　 １,３００万円
●小中学校修繕等事業 　　　　　 ５,０００万円
●下分簡易水道配水管布設替工事 　 １,５００万円

主な内容

●神山町議会厚生文教常任委員会
会議に付した事件

一、神山町小中学校の耐震問題について
一、神山町内小中学校の統廃合について
　
開　催　日　９月２日（水）　午後１時２８分～２時４５分
場　　所　議員控室
出席議員　委　員　長　西崎　哲夫　　　副委員長　高橋　和男
　　　　　委　　員　坂口　一之　　　委　　員　木元　史幸
理事者側出席者　町長　副町長　総務課長　教育長　教育次長
議会事務局　局長　書記

 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 　・　 　　 
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人
形
浄
瑠
璃
は
、浄
瑠
璃（
義
太
夫
）・
三
味

線
に
合
わ
せ
て
曲
中
人
物
に
扮
装
し
た
人
形

を
操
る
、わ
が
国
固
有
の
伝
統
人
形
劇
で
す
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
、
今
の
よ
う
に
三
人
遣

い
が
考
案
さ
れ
、
以
来
三
百
年
に
わ
た
っ
て

受
け
継
が
れ
、
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
な
が

ら
現
在
は
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
井
座
は
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に

神
領
村
の
有
志
に
よ
っ
て
作
ら
れ
「 
上
村 

う
え
む
ら 
都 

み
や
こ

 
太  
夫  
座 
」
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

だ 

ゆ
う 

ざ

現
在
は
「
寄
井
座
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

寄
井
座
に
は
、
多
く
の
頭
や
衣
装
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
衣
装
の
裏
に
当
時
の
寄
付
者

の
名
前
が
墨
書
さ
れ
た
も
の
も
多
く
残
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
人
々
か
ら
幅
広
い
支
持
を

受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
名

人
と
い
わ
れ
た
初
代
天
狗
久
が
作
っ
た
頭
が

約
四
十
個
あ
り
、
又
衣
装
も
打
掛
け
や
陣
羽

織
な
ど
に
刺
繍
を
ほ
ど
こ
し
た
立
派
な
も
の

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
頭
や
衣
装

は
座
元
の
河
口
栄
祐
氏
の
蔵
で
保
管
さ
れ
て

お
り
、
公
演
の
あ
る
度
に
蔵
か
ら
取
り
出
し

て
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
品
々

は
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、
作
ら
れ
て
百
年

を
経
過
し
た
頭
や
衣
装
は
良
好
な
状
態
で
大

切
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
今
で
も
各
公
演
で

使
用
し
て
お
り
ま
す
。
頭
の
う
ち
十
四
個
は

徳
島
県
の
「
有
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
う
ち
十
三
個
は
初
代
天
狗
久
の

作
に
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
貴
重
な

文
化
財
を
常
時
使
用
す
る
寄
井
座
の
座
員
は
、

大
き
な
誇
り
と
責
任
の
重
さ
を
全
身
で
受
け

と
め
な
が
ら
日
日
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
徳
島
県
各
地
で
阿
波
人
形
浄
瑠

璃
を
テ
ー
マ
に
し
て
「
ジ
ョ
ー
ル
リ
一
〇
〇

公
演
」
が
十
月
三
日
か
ら
一
カ
月
間
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
寄
井
座
は
十
月
四
日
の
「
第
十

二
回
全
国
人
形
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
」
出
演
な
ど

各
地
で
七
回
の
公
演
を
行
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
の
公
演
が
徳
島
市
内

や
県
内
各
地
の
農
村
舞
台
な
ど
で
頻
繁
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
寄
井
座
の
主
な
活
動

状
況
を
列
記
し
て
み
ま
す
。

◎
毎
年
定
期
的
に
出
演

◆
夏
期
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
大
会

◆
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
天
狗
久
ま
つ
り

◆
小
学
校
出
前
人
形
浄
瑠
璃

　

人
形
座
が
学
校
へ
出
向
く

◆
十
郎
兵
衛
屋
敷
出
演

　

月
平
均
三
回

◆
小
野
さ
く
ら
野
舞
台
定
期
公
演

◆
明
王
寺
さ
く
ら
ま
つ
り
公
演

◎
大
き
な
行
事
等
へ
の
参
加
な
ど

◆
全
国
人
形
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
参
加

◆
神
山
木
偶
ま
つ
り
開
催

◆
い
に
し
え
の
風「
お
つ
る
慕
情
」の
共
演　

と

き
め
き
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
四
国
と
の
共
演

◆
全
国
育
樹
祭
で
の
出
演

◆
N
H
K
B
S「
お
〜
い
に
っ
ぽ
ん
徳
島
」出
演

◆
国
民
文
化
祭
へ
の
参
加

◆
オ
カ
リ
ナ
奏
者
「
黒
野
宏
道
氏
」
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

◆
実
録
建
治
山
御
法
之
花
復
活

　

公
演　

徳
島
の
作
者
に
よ
る
徳
島
独
自
の

外
題
を
復
活

◎
今
後
の
課
題

　

座
員
は
比
較
的
高
齢
な
座
員
が
多
く
、
若

手
の
座
員
の
加
入
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
寄
井
座
独
自
の
伝
統
の
技
や
外
題
が
途

切
れ
た
り
、
上
演
出
来
な
く
な
る
恐
れ
も
あ

り
、
後
継
者
の
育
成
が
急
が
れ
ま
す
。

　

又
、
現
在
上
演
し
て
い
る
外
題
に
つ
い
て

も
、
練
習
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

洗
練
さ
れ
た
技
と
し
て
公
演
に
備
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
し
、
今
ま
で
伝
え
ら
れ
て
練
習

し
た
技
に
つ

い
て
も
更
に

工
夫
を
す
る

こ
と
も
必
要

と
な
っ
て
き

ま
す
。

郷土芸能の現状と課題［第２回］

人形浄瑠璃　寄井座

シリーズ

「天狗久まつり」
生誕１５０年記念
国府町をパレード
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神
山
木
材
共
販
所
の
販
売
状
況

一　

販
売
金
額
の
ピ
ー
ク　

平
成
五
年

　

二
七
、
八
〇
〇
万
円

二　

販
売
材
積
の
ピ
ー
ク　

昭
和
六
十
年

　

一
〇
、
六
三
五
裙

三　

平
均
単
価
の
ピ
ー
ク　

昭
和
五
四
年

　

四
三
、
二
二
八
円

平
成
二
十
年
度
の
販
売
状
況

　

販
売
金
額　
　

五
四
、
二
二
九
千
円

　

販
売
材
積　
　

五
、
一
九
〇
裙

　

平
均
単
価　
　

一
〇
、
四
四
八
円

　

平
均
裙
単
価
か
ら
市
場
手
数
料
等
が
差

引
か
れ
る
。

　

神
山
町
に
は
建
築
用
材
と
し
て
杉
、
檜
、

松
が
あ
る
。

　

木
頭
森
林
組
合
共
販
所
は
杉
、
美
馬
木

材
市
場
は
松
、
神
山
共
販
所
は
杉
、
檜
、

松
が
出
る
共
販
所
と
し
て
特
色
が
あ
っ
た
。

松
材　
　

平
成
十
年
頃
よ
り
建
築
様
式
変

化
に
伴
い
上
具
と
し
て
の
松
の

長
尺
材
の
使
用
が
減
少
し
た
。

　
　
　
　

現
在
で
は
松
を
購
入
す
る
買
手

が
減
少
し
非
常
に
売
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
出
荷
も
少
な
い
。

　
　
　
　

長
尺
の
良
質
材
で
も
一
裙
が
一

五
、
〇
〇
〇
円
程
度
。

杉
材　
　

十
五
年
ほ
ど
前
ま
で
は
大
径
材

と
小
径
材
の
価
格
差
は
大
き

か
っ
た
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
。

　
　
　
　

曲
が
り
材
は
一
裙
が
四
、
〇
〇

〇
円
〜
五
、
〇
〇
〇
円
で
の
取

引

檜
材　
　

平
成
十
年
頃
ま
で
は
大
径
良
質

材
は
四
〇
万
円
を
超
え
る
も
の

が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

現
在
は
一
〇
万
円
を
越
え
る
檜

は
な
か
な
か
目
に
か
か
ら
な
い
。

　

木
材
価
格
の
低
迷
は
建
築
様
式
の
変
化

が
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ
る
。

一　

木
を
表
に
出
さ
な
い
た
め
良
質
材
の

需
要
が
減
少
し
た
。

二　

木
を
表
に
出
さ
な
い
た
め
、
構
造
材

と
し
て
は
集
成
材
で
も
可
能
。

三　

檜
柱
も
三
面
無
節
、
四
面
無
節
を
必

要
と
す
る
家
を
建
て
る
人
が
減
少
し
た
。

四　

若
者
は
木
造
住
宅
の
魅
力
に
乏
し
い
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

等
の
石
油
製
品
は
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
。

　

再
生
で
き
る
資
源
と
し
て
木
材
を
建
築

に
多
用
す
べ
し
（
植
林
が
鹿
に
食
わ
れ
て

再
生
も
困
難
へ
）

　

植
え
よ
育
て
よ
と
の
国
策
で
行
っ
た
植

林
、
林
業
の
衰
退
は
国
策
と
し
て
救
う
べ

し
。

　

市
場
へ
出
て
く
る
木
材
の
大
部
分
は
森

林
組
合
以
外
の
事
業
体
が
搬
出
し
て
い
た

が
、
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
転
職
と
老

齢
化
に
よ
り
事
業
体
は
減
少
。
森
林
組
合

の
搬
出
事
業
が
主
体
。

　

価
格
が
高
値
安
定
す
れ
ば
林
業
者
が
で

き
、
事
業
体
も
生
ま
れ
る
、
森
林
所
有
者

の
後
継
者
も
山
に
対
し
て
関
心
が
深
ま
る
。

　

植
林
し
て
も
鹿
の
餌
と
な
る
た
め
、
皆

伐
は
で
き
な
い
、
間
伐
を
繰
り
返
す
永
久

間
伐
。

　

水
資
源
確
保
の
為
だ
け
で
な
く
、
先
人

が
投
資
し
た
森
林
か
ら
収
入
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
切
。

　

下
流
域
の
人
た
ち
の
水
資
源
を
守
る
林

業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
で
き
な
い
。

　
「
三
世
代
前
に
植
え
た
木
を
収
入
に
す

る
、
植
林
を
す
れ
ば
三
世
代
後
の
収
入
に

つ
な
が
る
」

　

希
望
が
持
て
る
林
業
で
な
け
れ
ば
、
ま

す
ま
す
森
林
に
対
す
る
関
心
は
薄
ま
る
。

神山の林業

特集　第３回　

岡本  悦男
（下分字宇井）

…
…

…
…
…
…

… ……………………………
　今回は岡本悦男氏（下分字宇井）に神山の林業について
取材した。岡本氏は徳島県森林組合連合会を経て神山森林
組合、徳島中央森林組合に勤務され本年４月に退職される
まで、林業関係一筋森林組合運営にご尽力されました。物
事は現実に目を反らさず直視することからはじまるといわ
れます。厳しい神山の林業の現状と課題を町民の皆さんと
共有したい。

てし通を材取

… ……………………………

…
…

…
…
…
…
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一
時
は
外
材
輸
入
が
八
〇
％
を
こ
え
て

い
た
が
、
や
や
減
っ
て
い
る
。
外
材
輸
入

が
五
〇
％
程
度
に
な
る
と
、
林
業
も
活
性

化
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

需
要
に
追
い
つ
く
生
産
が
で
き
る
か
と

の
不
安
も
あ
る
。

　

林
業
者
は
国
土
を
守
る
公
務
員
と
し
て
、

安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
待
遇
も
必
要
か

も
し
れ
な
い
。

（
林
野
庁
の
よ
う
に
な
ら
な
い
対
策
も
必

要
）

製
材

　

町
内
に
は
一
三
業
者
あ
る
。
ほ
と
ん
ど

の
製
材
は
家
族
経
営
。
収
入
が
安
定
し
な

い
た
め
後
継
者
を
別
職
種
に
就
職
さ
せ
て

い
る
業
者
も
多
く
、
今
後
も
廃
業
は
続
く
。

　

戦
争
で
消
失
し
た
徳
島
市
の
復
興
を
助

け
た
、
神
山
材
の
先
は
暗
い
。

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
搬
出
間
伐

　

森
林
組
合
は
プ
ロ
セ
ッ
サ　

ス
イ
ン
グ

ヤ
ー
ダ　

フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
三
点
セ
ッ
ト
に

よ
る
搬
出
間
伐
を
実
施
し
て
い
る
（
平
成

一
六
年
か
ら
）。

　

現
在
二
セ
ッ
ト
が
稼
動
。
一
セ
ッ
ト
は

神
山
町
の
事
業
を
主
体
と
し
て
稼
動
。

　

担
い
手
と
し
て
若
者
を
確
保
す
る
た
め

に
は
機
械
化
へ
の
移
行
は
必
要
、
加
え
て

安
定
収
入
。

　

木
材
価
格
だ
け
で
は
ペ
イ
で
き
な
い
が

補
助
金
が
あ
る
た
め
、
赤
字
に
な
っ
た
事

業
は
皆
無
。

　

い
く
ば
く
か
の
金
は
森
林
所
有
者
へ

戻
っ
て
い
る
。

　

現
在
四
十
五
年
生
程
度
の
森
林
が
一
番

多
い
、
高
齢
級
へ
の
移
行
に
つ
れ
て
機
械

の
大
型
化
も
必
要
。

天
然
絞
丸
太

　

町
内
の
篤
林
家
が
植
林
し
、
町
内
に
は

五
万
本
程
度
の
本
数
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
も
床
の
間
を
必
要
と
し
な
い
家
が

増
え
、
売
れ
な
い
た
め
に
手
入
れ
が
遅
れ

て
い
る
。

　

多
く
の
森
林
が
床
柱
の
適
寸
に
育
っ
て

い
る
。

　

手
が
回
る
人
は
間
伐
を
し
て
大
径
木
に

育
て
よ
う
と
す
る
人
も
い
る
。

林
業
へ
の
補
助
金

　

補
助
金
が
あ
る
か
ら
間
伐
も
徐
々
に
進

ん
で
い
る
が
、
補
助
金
が
無
く
な
れ
ば
間

伐
も
進
ま
な
い
。

　

C
O
２

削
減
を
理
由
と
し
て
補
助
金
を

増
額
に
導
く
か
、
補
助
金
で
な
く
国
費
で

す
べ
て
事
業
実
施
。

弱
齢
林
の
減
少

　

皆
伐
が
無
い
た
め
に
苗
木
を
植
え
な
い
、

町
内
に
は
十
年
生
未
満
の
林
地
が
非
常
に

少
な
い
。

　

苗
木
生
産
も
過
去
に
は
町
内
で
活
発
で

あ
っ
た
が
、
生
産
を
や
め
て
か
ら
久
し
い
。

　

県
下
の
苗
木
生
産
者
も
非
常
に
減
少
し

て
い
る
。

　

弱
齢
林
の
減
少
に
よ
り
、
下
刈
作
業
が

無
く
な
り
、
森
林
組
合
は
夏
場
の
作
業
確

保
が
難
。

　

町
内
の
山
は
四
十
五
年
生
の
山
を
頂
点

と
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
分
布
し
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
植
林
が
無
け
れ
ば
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
は
い
び
つ
な
形
成
と
な
る
。

間
伐
の
必
要
性

　

林
業
に
お
い
て
一
番
大
切
。

　

間
伐
せ
ず
放
置
し
て
お
け
ば
も
や
し
状

態
の
山
と
な
り
、
草
も
生
え
ず
災
害
を
誘

発
。

　

若
木
や
道
の
無
い
山
は
切
り
捨
て
、
三

十
年
生
を
超
え
た
山
は
森
林
組
合
に
相
談

し
搬
出
間
伐
が
可
能
か
ど
う
か
判
断
を
願

う
。

　

小
面
積
で
は
採
算
に
合
わ
な
い
の
で
近

隣
を
含
め
て
大
き
な
面
積
と
す
る
。

山
の
境
界

　

木
が
安
い
た
め
山
に
入
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
に
よ
り
山
の
境
界
が
不
明
確
に
な
っ

て
い
る
。

　

神
山
町
で
も
国
土
調
査
を
復
活
し
て
境

界
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

上
勝
、
木
屋
平
で
は
第
三
セ
ク
タ
ー
に

よ
り
国
土
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

境
界
を
探
す
の
で
は
な
く
、
山
の
存
在

を
知
ら
な
い
若
者
も
多
い
た
め
の
早
急
実

施
。

 
「
子
や
孫
へ
残
す
森
林
、
ま
ず
間
伐
」

神山産材が積まれた小西製材（下分字左右山）
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■
一
日
目　

長
野
県
阿
智
村

　

若
者
定
住
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
三

十
日
、
私
達
議
員
十
二
名
と
事
務
局
二
名

計
十
四
名
。
第
一
日
目
長
野
県
阿
智
村
を

視
察
研
修
し
て
来
ま
し
た
が
、
私
な
り
に

感
じ
た
こ
と
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
阿
智
村
と
は
長
野
県
の
最
南
端

に
位
置
し
、
飯
田
市
に
隣
接
す
る
面
積
一

七
〇
裄
（
神
山
町
一
七
三
裄
）
う
ち
山
林

原
野
の
占
め
る
割
合
九
〇
％
（
神
山
町
八

二
・
四
％
）、
人
口
七
、
〇
六
六
人
（
神
山

町
六
、
七
五
二
人
）、
高
齢
化
率
三
一
％

（
神
山
町
四
四
％
）
又
、
村
内
を
中
央
高

速
道
が
通
り
国
原
イ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
又

旧
国
鉄
の
工
事
現
場
か
ら
温
泉
が
湧
出
し
、

現
在
は
温
泉
を
中
心
に
年
間
一
三
〇
万
人

（
神
山
町
二
〇
万
人
）
が
訪
れ
る
観
光
業

の
町
で
あ
る
。

　

最
初
に
、
村
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が
あ

り
、
国
県
に
た
よ
ら
な
い
自
立
の
村
を
め

ざ
す
べ
き
農
林
業
の
振
興
、
山
村
を
守
る

こ
と
が
日
本
を
守
る
。
又
、
住
宅
施
策
で

は
ア
パ
ー
ト
よ
り
持
家
制
度
が
持
続
性
が

高
い
と
主
張
さ
れ
た
。

　

我
々
の
視
察
目
的
は
、
若
者
定
住
促
進

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
根
幹
を
な
す
も
の
が
副
村
長
曰
く
住
民

が
本
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
行
政
は
何
も
出

来
な
い
と
の
前
置
き
が
あ
り
、
ま
ず
自
治

組
織
の
充
実
は
取
り
組
み
十
年
が
経
過
し
、

旧
村
単
位
で
自
治
会
が
組
織
さ
れ
、
自
治

会
（
集
落
）
の
代
表
と
役
場
が
直
接
、
対

等
平
等
な
立
場
で
取
り
組
み
、
地
圧
計
画

（
地
域
づ
く
り
計
画
）
策
定
を
行
い
、
予

算
要
求
も
自
治
組
織
が
行
っ
て
い
る
こ
と
。

又
、
別
に
自
治
会
活
動
支
援
金
も
予
算
化

さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

本
題
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

　

第
一
点
目　

新
増
改
築
支
援
金
の
支
給

で
あ
り

　

一
つ
は
若
者
（
二
〇
〜
四
〇
歳
）
が
対

象
、
二
つ
目
は
集
落
定
住
者
維
持
四
一
〜

五
〇
歳
、
但
し
（
役
場
か
ら
一
・
五
㎞
に

高
齢
化
率
四
〇
％
以
上
は
年
齢
制
限
な

し
）
又
、
村
内
事
業
者
が
請
け
負
っ
た
場

合
二
〇
〜
五
〇
万
上
乗
せ
す
る
。

　

第
二
点
目　

I
タ
ー
ン
受
け
入
れ
集
落

支
援
金
一
家
族
に
つ
き
五
万
円
を
集
落
へ
。

　

第
三
点
目　

分
譲
住
宅
地
造
成
事
業
の

実
施

　

第
四
点
目　

二
二
〇
戸
の
定
住
住
宅
の

運
営

　

第
五
点
目　

空
き
家
情
報
及
登
録
制
度

（
賃
貸
、
売
却
）
又
、
賃
貸
に
必
要
な
費

用
の
助
成
限
度
二
〇
万

　

第
六
点
目　

無
料
職
業
案
内
の
開
設
、

又
、
営
農
支
援

　

第
七
点
目　

働
く
場
所
確
保
の
た
め
、

工
場
用
地
の
購
入
、
造
成
、
企
業
誘
致
の

実
施

　

お
お
む
ね
以
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
定
住
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
担
当
者
が
云
わ
れ
た
「
地
に
足

を
つ
け
て
も
ら
っ
て
住
ん
で
良
か
っ
た
町
、

自
分
か
ら
発
見
す
る
、
再
認
識
し
て
も
ら

う
、
い
ず
れ
に
し
て
も
答
え
が
仲
々
見
え

て
こ
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
。
我
々
何
度
か
視
察
研
修
に
参
加

し
て
来
た
が
、
大
切
な
こ
と
は
今
後
の
活

動
に
如
何
に
生
か
す
か
、
感
動
を
忘
れ
ず

持
続
す
る
か
、
反
省
す
る
こ
と
多
し
で
あ

る
。 　
　
　
　
　
 
（
議
員　

森　
　

克
二
）

　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

■
第
二
日
目　

富
山
県
舟
橋
村

　

人
口
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
日
貅
富
山
県

舟
橋
村
に
お
い
て
、「
人
口
を
増
や
す
た

め
の
取
組
に
つ
い
て
」
を
視
察
目
的
と
し

て
、
研
修
し
て
き
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
。

　

舟
橋
村
は
、
富
山
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
部

に
位
置
す
る
県
下
唯
一
の
村
、
そ
し
て
都

市
近
郊
の
村
で
も
あ
り
、
日
本
一
面
積
の

小
さ
な
自
治
体
で
も
あ
る
。

（
面
積
三
、
四
七
裄
（
縦
・
横
そ
れ
ぞ
れ

約
二
袰
））

　

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
の
国
勢
調
査
で

　

行
政
視
察
報
告

平
成
二
十
一
年
度

　
神
山
町
議
会
議
員

　
　
　
行
政
視
察
研
修
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は
、
人
口
増
加
率
二
十
四
、
二
％
と
全
国

第
二
位
で
あ
り
、
村
民
の
平
均
年
齢
が
三

十
八
歳
と
非
常
に
若
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

人
口
を
増
や
す
き
っ
か
け
は
、
昭
和
四

十
五
年
八
月
「
全
村
市
街
化
調
整
区
域
」

に
指
定
さ
れ
、
土
地
開
発
禁
止
と
な
り
、

昭
和
五
十
五
年
出
生
者
の
減
少
が
続
き
一

ケ
タ
に
な
る
出
生
者
の
異
変
に
直
面
、
そ

の
影
響
で
学
校
運
営
に
支
障
、
村
勢
の
衰

退
に
陥
り
、
こ
れ
ら
が
起
爆
剤
と
な
り

「
市
街
化
調
整
区
域
」
除
外
運
動
を
展
開
、

除
外
運
動
か
ら
八
年
後
の
昭
和
六
十
三
年

九
月
除
外
と
な
り
、
土
地
開
発
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

平
成
元
年
か
ら
村
営
宅
地
造
成
を
開
始
、

坪
単
価
平
均
六
〜
七
万
円
で
販
売
、
近
隣

の
富
山
市
の
坪
単
価
よ
り
十
万
円
程
度
安

い
こ
と
か
ら
売
れ
行
き
好
調
で
、
民
間
開

発
業
者
が
続
々
と
算
入
す
る
よ
う
に
な
り
、

人
口
が
急
増
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
反
面
、
人
口
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、

税
金
の
滞
納
者
が
増
加
す
る
な
ど
新
た
な

行
政
課
題
も
で
き
て
い
る
。

　

神
山
町
は
、
出
生
数
の
減
少
や
転
出
の

増
加
な
ど
に
よ
っ
て
高
齢
化
率
が
加
速
し

て
い
る
た
め
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
住
民
と
行
政
が
、
協
力
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
体
制
の
確
立
が

求
め
ら
れ
る
。 　
 
（
議
員　

森　
　

彦
富
）

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
第
十
九
回
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修

会
」
が
十
月
六
日
、
七
日
の
二
日
間
、
東

京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
徳

島
県
内
の
町
村
監
査
委
員
、
事
務
局
の
四

十
一
名
と
共
に
参
加
し
た
。

　

一
日
目
は
、
本
年
度
よ
り
本
格
施
行
さ

れ
た
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
の

全
面
施
行
」
に
つ
い
て
、
総
務
省
自
治
財

政
局
・
神
谷
課
長
補
佐
よ
り
説
明
を
受
け

た
。

　

続
い
て
「
地
域
活
性
化
の
動
向
」
と
題

し
て
、
農
水
省
大
臣
官
房
政
策
課
木
村
企

画
官
よ
り
、
全
国
の
事
例
を
挙
げ
て
地
方

再
生
に
向
け
た
取
組
展
開
の
在
り
方
等
の

講
義
が
あ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
公
認
会
計
士
・
池
田
昭
義

氏
に
よ
る
「
監
査
委
員
監
査
の
仕
方
」
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
監
査
実
務
の
着
眼
点
、

及
び
財
政
・
経
営
健
全
化
審
査
の
仕
方
か

ら
、
同
審
査
意
見
書
の
書
き
方
に
至
る
ま

で
、
中
身
の
濃
い
充
実
し
た
講
義
が
あ
っ

た
。

　

最
後
に
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
事

調
査
部
長
・
岡
本
光
雄
氏
よ
り
、
自
治
法

改
正
の
変
遷
と
意
義
お
よ
び
、
監
査
の
現

状
と
、
こ
れ
か
ら
の
監
査
の
方
向
等
「
町

村
監
査
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
の
説

明
を
頂
い
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
非
常
に
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
足
早
で
あ
っ
た
が
、
参
考
に
な

る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
監
査
に
生

か
し
て
行
き
た
い
。 　
　
　
　
　
　
　
　
 

（
代
表
監
査
委
員　

田
中　

久
博
）

　

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日
、
松
山
市
で

開
催
さ
れ
た
標
記
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

第
十
九
回

　
町
村
監
査
委
員

　
　
全
国
研
修
会
に
参
加
し
て

四
国
地
区

　
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
研
修
会
報
告

平成２１年平成１９年平成１７年平成１５年平成１１年昭和６２年区　分

２,９８６２,８９１２,７１８２,５６６２,０４５１,４６３人　口

９６６９３３８６２８０３５８８３５０世帯数

【舟橋村の人口等の推移】（各年４月１日現在）
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た
の
で
、
そ
の
と
き
感
じ
た
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
す
。
自
治
功
労
者
の
表
彰
に
続

い
て
台
湾
人
の
日
本
で
永
年
在
住
の
評
論

家
金
美
齢
女
史
に
よ
る
「
強
く
美
し
い
日

本
の
未
来
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
り
、
そ
の
中
で
彼
女
は
日
本
は
四
季
が

あ
り
、
緑
豊
か
な
世
界
で
最
も
美
し
い
国

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
人
間
が
生
き
る
た
め

必
要
な
き
れ
い
な
「
水
」
都
会
を
少
し
離

れ
る
と
農
山
村
の
き
れ
い
な
「
空
気
」、
先

人
が
作
っ
た
「
美
田
（
農
地
）」
が
あ
る
。

　

日
本
人
は
世
界
で
も
勤
勉
、
正
直
、
温

厚
で
、
優
し
く
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
親

切
な
国
民
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

　

外
国
人
で
あ
る
の
で
特
に
そ
の
よ
う
に

感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
彼
女
は
こ
の
強
い

美
し
い
日
本
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
く

よ
う
国
民
全
員
が
努
力
し
て
い
く
べ
き
だ

と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

神
山
町
の
美
し
い
自
然
・
人
情
豊
か
な

こ
の
町
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
未
来
の

守
り
手
で
あ
る
若
い
人
の
住
め
る「
ま
ち
」

に
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

　

町
の
再
生
活
性
化
の
た
め
明
日
か
ら
努

力
す
る
の
で
は
遅
い
今
か
ら
努
力
す
べ
き

で
す
。 　
　
　
　
 
（
議
長　

坂
口　

一
之
）

阿川宮分に遍路小屋完成

　阿野字宮分の町道沿いに鳥をイメージした遍路小屋が完成した。

　海陽町出身で建築家の歌一洋近畿大学教授らの取組む「四国八十

八ケ所ヘンロ小屋プロジェクト」の一環で、あるき遍路さんの休憩

所が四国で３６番目が地元の貞政敏美さんが土地を提供し９月２０日、

もち投げや記念植樹をして完成を祝った。
“神山遍路小屋”落成

「人生は一度きり」
人生の時計は、
一度しかねじをまかない
その針がいつとまるか、おそくか、
それとも
もっと早くか、だれも知らない
今だけが私達の時間だ、明日がある
と思ってはならない
なぜなら、その時人生の時計が
とまっているかもしれないから、
今を生きよ、愛せよ、神山
そして心に、汗をかいて
考えよう、見直そう、創ろう
住みよい神山を
今から自分達と子と孫のために

議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か
！

　

　

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で

ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
自
分

の
目
と
耳
で
お
確
か
め
下
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・　

月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

１２

　

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

T
E
L

　
6
7
6
│
1
5
1
1

　
　
　
　
　
﹇
I
Ｐ
2
0
0
2
﹈

 
次
の
定
例
会
は

　
　

月
中
旬
で
す
。

１２
議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を  

 　
　
 
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
か
な
「
出
来
事
」
や
「
情
報
」

な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

投
稿
は
自
由
で
す
。
提
出
さ
れ
た
投
稿

は
、
本
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、
承
認

を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
１
月
・
５
月
・

８
月
・　

月
の
年
４
回
を
予
定
し
て
い

１１

ま
す
。

　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
山
町
役
場
内　

議
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
７
６－
１
５
１
１

　

Ｉ　

Ｐ　

２
０
０
２



第３号
平成２１年１１月１３日発行17

　私が㈱神山温泉に入社したのが、９４年８月。ホテル四季の里が開業した翌年である。

　早や１６年の歳月が経ったわけだが、当初の頃は「神山」と言えば私自身、温泉のイメージしかなく、道路状況も悪く、

正直この立地でホテル業が成り立つものなのか、不安要素が大変大きかった。当時は宿泊客の七割が徳島県内在住者。県

外客といっても、神山出身、徳島県内出身者がほとんどで、観光客と呼べる方はほんの一握りであった。
　
■観光はナマ物。時代によって変わる。
　９８年の明石大橋開通を機に、関西圏の旅行会社に営業セールスに出たが、大橋効果のある内はまだしも、ブームが過ぎ

れば惨たんたるものとなった。

　まず徳島が観光素通り県であり、神山の知名度はまったくゼロ。雨乞いの滝や阿川の梅など「自然豊か」であることを

アピールしても、まったく響かない。さらに大型バスが近くまで行けない、となれば「大阪まで何しに来たの？」状態で

あった。

　そこで方向転換し、八十八カ所巡拝客をターゲットに切り替えたわけだが、当時は宿坊、民宿に泊まられる方がほとん

ど。ホテルや旅館に泊まるのは極々限られた富裕層だけだった。それがNHKテレビや雑誌などに取り上げられるように

なり、巡拝客の裾野が広がり、多様化し、今のような温泉や観光を兼ねたツアーが企画されるようになり現在に至ってい

る。開業当初の頃には、ターゲットになりえなかった客層が、今は大きなマーケットになっている。同じ目的の旅行で

あっても、時代により大きく変わるという好例である。観光はナマ物と言えるだろう。

　ちなみに今は、宿泊の県内客比率は３５％。開業当初の頃と逆転した恰好になった。
　
■神山の「自然」の売り方
「神山は自然豊かであること」で売り出したらいい、という声もよく聞かれる。

　しかしこれほど手垢のついた言葉もない。県内外問わず田舎は皆、自然豊か。自然のどの部分を、具体的にどうアピー

ルしていくのか、その視点・見せ方が観光で一番重要だと思う。「自然」と一口で言っても、人それぞれいろんなイメー

ジがある。

　自然を求めて神山に来た、といわれる方は決して深山幽谷のイメージで来ているのではない。里山イメージ、プチ自然、

ちょいウォーク。これが神山を訪れる方の自然イメージなのである。山に来たのだから虫がいるのは当たり前だが、それ

はNO。カブトムシはOKだが他はダメ。山登りなどのハードなものではなく、適度なウォークができる遊歩道を好まれる。

極端に言えば、クーラーのかかった部屋で里山の景色を見て満足される。

　季節の花めぐりの人気が高いのもそこにある。明王寺や国道沿いの桜、藤、梅、つつじなど、いずれも手軽に鑑賞でき

る立地にある。人形浄瑠璃、KAIR、滝なども同様。

「自然豊か」と大きな括りで言ってしまわずに、範囲を切り取り、県都・徳島市のもっとも近くにある「里山観光」とい

う限定した表現で訴求し特化していった方が、魅力が伝わりやすく、これからの高齢化社会でも視野を広げていきやすい。
　
■「神山はいつも何かやっている」印象
　神山観光の現況は、花、文化イメージなどが複合的に合わさって、総合力で魅力が打ち出せるようになった。好感度も

高い。ただ日曜祝日に集中しており、平日との落差が大きい。平日対策が必要。「一日だけのビッグイベントよりも、一週

間の小イベント」である。大小さまざまな企画、イベントは、マスコミ等に積極的に働きかけ、露出を図っていく。点よ

り面で、とは観光振興によく言われるが、時間軸でも同様。「神山はいつも何かやっている」と印象づけることで平日で

も神山に足を運びやすくする。

　最後に、観光産業が発展することは、人が来ることであり、お金を落としてくれる機会を創出していくことでもある。

　当社が取り組んでいる地産地消の活動も、神山旬感アイスクリームも、オリジナルの土産品開発も、地元食材を使うこ

とで農業振興に貢献し、少しでもお金を落とせるようにしたいという目的ではじめたことである。

　今後もこの方針は変えることなく、地域貢献にも微力ながらも尽力したい。

読者の手紙
「神山観光」への経験的一考察

神山温泉支配人

和　田　　　隆
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円盤投げで

　

編
集
後
記

　

今
を
盛
り
と
鳴
く
秋
の
虫
達
。
人
の
体
感
、

リ
ズ
ム
に
合
っ
て
い
る
の
か
、
そ
う
気
に
な
ら

な
い
。

　

霞
ヶ
関
、
永
田
町
で
は
地
方
の
再
生
、
地
域

の
活
性
化
と
大
合
唱
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
実

態
、
現
実
が
ど
れ
程
理
解
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
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チ
ェ
ン
ジ
、
変
化
が
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て

い
る
。
新
た
な
不
安
を
生
ま
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　

中
止
、
廃
止
、
削
減
と
時
代
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
社
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
。

　

私
達
も
生
活
を
「
ゼ
ロ
」
か
ら
見
直
す
時
代

で
も
あ
る
と
思
う
。

　

議
会
だ
よ
り
に
神
山
町
内
を
写
真
等
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
訪
れ
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
先
ず
は
、
足
下
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
て
は
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
木
元
史
幸
議
員
）

　
　
　
　

表
紙
写
真
説
明 　
　
　
　
　
　
　
 

　

写
真
提
供　

㈱
テ
レ
ビ
徳
島

　　

大
き
な
七
夕
飾
り
の
前
で
笑
顔
が
弾
け
る
集

合
写
真
は
、
六
月
二
十
七
日
の
地
域
住
民
総
出

に
よ
る
下
分
七
夕
ま
つ
り
、
準
備
の
一
コ
マ
で

あ
る
。
下
分
地
区
は
本
年
度
高
齢
者
率
五
〇
％

を
越
え
た
厳
し
い
年
齢
構
成
の
現
実
が
あ
る
。

し
か
し
四
季
を
通
し
て
多
様
な
取
り
組
み
が
あ

る
元
気
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
で
あ
る
。

　

そ
の
原
点
と
な
る
の
が
下
分
七
夕
ま
つ
り
で

あ
る
。
孟
宗
竹
一
〇
〇
本
余
り
、
破
竹
三
〇
〇

本
余
り
を
使
う
大
が
か
り
な
仕
掛
が
中
山
間
地

域
の
夏
の
夜
に
感
動
を
呼
ぶ
。
表
紙
写
真
の
顔

は
作
業
に
何
等
か
の
か
か
わ
り
を
持
っ
た
方
々

の
一
部
で
し
か
な
い
が
一
人
一
人
の
共
働
の
笑

顔
が
元
気
な
地
域
を
支
え
る
。
下
分
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
は
昨
年
十
月
人
権
劇
「
千
の
舞
」

の
独
自
公
演
活
動
等
々
多
様
な
取
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　

表
紙
文
字　

稲
飯
幸
生
氏　
書（
下
分
字
今
井
）

　仁木島　昭さん
　　　　　　　（４８歳）

　１号目は大阪より、２号目は札幌からと遠くから神山に移り住まれ
てこられた方をご紹介致しました。
　今回は隣町吉野川市鴨島町から神山に来られて３年目、ご家族と共
に住まわれて１年目になる仁木島　昭様（４８歳）をご紹介致します。
　ご職業はパソコン関係のお仕事をされ、システム開発、ホームペー
ジの制作をされ、日々ご多忙のご様子です。ご家族は奥様の由香里様
（？歳）、長女　静香さん（１６歳）の３人家族で現在「道の駅」の裏
側で旧街道沿いにお住まいです。NPO法人、グリーンバレーの理事
長の大南さんとのご縁でこちらに来られたとのことです。たまの休
日にはボランティア活動にも積極的に参加され、地元の人々とのつな
がりを大切にされています。
　仁木島さんとの取材中にも、話のはしばしに神山に対しての愛情、
地域の発展性、希望がかいまみれました。この町の大ファンであるこ
とが伺えしれ、好印象を与えられました。
　神山での暮らしぶりに聞いてみると、奥様が買物に少し不便を感じ
ていらっしゃるご様子、他にもあるのかも知れませんが……余りきく
ことはできませんでした。
　これからも神山町のファンにより一層なっていただくとともにメ
インとなって活躍してほしいものです。
　最後にホームページの制作、パソコン等のご相談があれば、是非ど
うぞ。

　１０月２３日より横浜市で開
催された陸上競技の第４０回
ジュニアオリンピックで、
神山東中学校３年生の蔭山
玖留美さんが女子共通円盤
投げで５位入賞の輝かしい成績を上げた。
　県大会で優勝し、日産スタジアムで３０m４３
で、自己記録３０m５３にはおよばなかったが、
堂々の入賞であった。小学生の時にはソフト
ボール投げで優勝したこともあり、実力を出
し切っての結果である。
　卒業後、高校ではバレーボールを続けるか、
陸上競技を目指すかと悩んでいる。
　今後も悔いを残さぬよう全力を出し、立派
な成績を後輩達のためにおさめてほしいもの
だ。
　「輝かしい神山の星となれ」とエールを送り
たい。
　少し目標が小さいかな？

　１０月２２日養瀬トンネル西側入口附近にて開通式が挙行
された。当日は天候にも恵まれて、飯泉知事をはじめ関
係者多数の方々と神山町議会議員も全員が出席した。滝
倉難所の解消という神山町民念願の式典を祝う機会を得
たことに感謝する。
　中でも三期目以上の議員は新童学寺トンネル新府能ト
ンネルの開通式に加え養瀬トンネルと神山町の交通体系
の変革機会の証人となり得た意義は大きい。
　新しい交通体系の到来をこれからの町づくりにどう活
かしていくのか町議会議員に課せられた責任は重い。
　商域圏の石井町への移行等々の課題もあるが、交流入
口の増加等に期待出来
る予想もある。
　交通ネックの解消は
良くも悪くも町を変え
ていくだろう。町議会
としてもこれからの対
応が試されるのではな
いだろうか。

蔭山玖留美さん
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